
（表紙照会のみ・現物をご希望の場合は京都自治労連までご連絡ください）

地域医療・自治体病院関係資料集

ＶＯＬ ９ （２００８年１０月１日）

（医療情勢全般に関する資料）

１、高齢者医療で、健保組合の負担４１００億円増（朝日８・１５）

２、健保組合の解散、「赤字つけまわし」が招く（京都８・２３）

３、後期高齢者医療制度で受診手控え、実態くっきり。民医連調査（赤旗９・２５）

４、後期高齢者医療、来月から天引き６２５万人増（京都９・２６）

５、ＤＰＣ（入院費包括払い）病院の「報酬保証」、段階的廃止へ（毎日９・２０）

６、政管健保、１０月から改悪。都道府県ごとの運営で保険料に格差（赤旗８・２６）

７、高齢者ケア、京都府が素案。臨時的に療養病床確保。（京都８・２０）

８、医療費請求オンライン化、３６００施設が廃院検討。日本医師会調査（京都８・１５）

９、調剤薬局「在宅」に活路。京で出店相次ぐ（京都９・２０）

１０、メタボ国際基準統一へ。腹囲で判断、日本だけに（毎日８・２０）

（医師・看護師確保等に関する資料）

１１、福田政権の「安心プラン」（医療対策）、現場の危機感伝わらない（赤旗８・９）

１２、厚生労働省０９年度概算要求、医療充実に１０８８億円（京都８・２３）

１３、厚労省検討会、勤務医負担緩和へ提言。増員の財源課題（朝日８・２８）

１４、厚労省・医学部定員増の提言、社会保障費抑制転換を（赤旗８・２９）

１５、いのち守れ、京のＥＲ。救急患者受入２４時間（京都８・９）

１６、産科医無罪判決。医療事故、究明か追及か。（朝日８・２１）

１７、止めよう医療崩壊、医師・医学生の意志を示すとき（民医連新聞８・１８）

１８、地域医療、住民が支える。医師との信頼築きたい（京都８・３）

１９、医師・看護師を増やせ、自治労連・医労連・全大教、共同アピール（９・１８）

（地域医療と自治体病院に関する資料）

２０、京都市立病院整備１０年度着工。京北病院あり方中間答申案（京都９・１２、１７）

２１、舞鶴市民病院、医師集団退職。揺れた市の方針（京都８・３０）

２２、亀岡市立病院、経営の安定化へ運営委員会初会合（京都７・２９）

２３、府議会常任委員会、北部医療の現状を久美浜病院長から聞き取り（京都９・１８）

２４、「京丹後市立病院改革プラン（案）」についての意見募集について（京丹後市ＨＰ）

２５、兵庫県朝来市、病院「再編」の実態深刻、２～３億円の赤字に（赤旗８・５）

２６、総務省の検討会で自治体関係者が要望。病院への交付税、３倍増に（長崎８／２３）

２７、草津総合病院運営の「誠光会」、「社会医療法人」に認定（京都９／２）

３８、公立病院の「突然死」が始まった。（サンデー毎日７／２７）

２９、揺れる公立病院、包括ケアで再生へ。住民との対話から出発（長崎８／２３）

３０、宇和島市職員組合、住民とともに地域医療を考える（住民と自治１０月号）

京都自治労連・病院対策委員会


